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県は，平成２１年１月に印刷物製造請負の

入札制度を改正し，設計額１６０万円を超え

る案件について低入札価格調査制度を導入し

ていたところです。 

一方，予定価格が１０万円以上１６０万円

以下の発注案件については，「オープンカウン

ター方式」による調達（印刷物発注全体に占

める割合は約３４％）としており，その落札

率は約５３％と，一般・指名競争入札の落札

率の約８５％に比べて著しく低い落札率とな

っていました。 

このまま低落札状況を放置した場合，品質

の確保及び適正な業務の履行が確保されない

こと，さらに，経営の再生産性が失われ，こ

れまで印刷業界が築いてきた人材の育成や技

術の継承が阻害されるという懸念が生じてき

ました。 

そこで，県としましては，次の施策を講じ

ることとしました。 

① 特殊印刷物を除き，全て県内業者限定※１で発注することとします。 
      （※１ 県内に自社の印刷工場（調達対象となる印刷物の製造が可能となる印刷機を有す

る工場をいう。）を有する支店登録業者も含みます。） 

② 新たに「公募型指名競争入札※２」制度を創設しました。 
（※２ 出納局契約課が発注する印刷物製造請負を対象に，平成２３年９月３０日までの

試行期間として実施します。） 
③ 一般競争入札について数値的判断基準を改正しました。 

印刷物製造請負における低入札対策に係る制度改正について 

県の新たな施策 

（平成２２年３月１日施行） 

 

制度改正の概要は，裏面のとおりです。 
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① 県内限定の発注 

区 分 入札参加業者の範囲 

現 行 予定価格が５０万円以上１６０万円以下：県内本社・本店及び支社・営業所 

改正後 特殊印刷物を除き，全て県内限定（県内に本社・本店を有する企業）※１ 

       （※１ 県内に自社の印刷工場（調達対象となる印刷物の製造が可能となる印刷機を有す

る工場をいう。）を有する支店登録業者も含みます。） 

②「公募型指名競争入札※２」の創設 

③ 一般競争入札の改正（公募型指名競争入札の創設に伴う改正） 

 

 

 宮城県出納局契約課 

         〒９８０－８５７０ 宮城県仙台市青葉区本町三丁目８－１ 

物  品  班 TEL０２２－２１１－３３３２ 

 

区  分 内       容 

入札対象 設計額５０万円以上１６０万円以下の案件 

調査基準価格 設計額の７０％を下回る入札があった場合⇒数値的判断基準を適用

し，履行能力確認調査を実施する。 

数 値 的 判 断 基

準 

予定価格以下の有効な全応札者の平均応札額の８５％を下回った場

合⇒失格とする。 

（※２ 公募型指名競争入札は，参加資格を満たす入札参加希望者全員による指 

名競争入札であり，出納局契約課が発注する印刷物製造請負を対象に，平 

成２３年９月３０日までの試行期間として実施します。）  

 

 

 

区 分 数値的判断基準 

現 行 予定価格以下の有効な応札者下位５者の平均応札額の８５％を下回った

場合⇒失格とする。 

改正後 予定価格以下の有効な全応札者の平均応札額の８５％を下回った場合 

⇒失格とする。 

 

 

 

詳しくは，宮城県出納局契約課のホームページの「印刷物低入札価格調査制度等の改正について」

及び「物品等の調達制度が変わります。」を御覧ください。 

 

 


